
せいりんしす

4. H司綿子背面補強材

E~ 1B 
5. /1(，!o;j 'l!込 H川輸子

( 1封鎖~1[Î íII E 型)

6. {I品心伽l 輪子
(フラゾ ジ つ主 )

3. !I，IJ 輸子力H 滅装 in

/ 
れ♂31'

7 制綿子 1m減阪

8. !j，1J倫子試験機

鈎鉄骨ßJ輪子の際Jj主成分 Jìi位%

総tx;f; 化合炭素珪ヨミ マンガγ 燐 研t 主2

2.8-3.0 1.2-1.4 1.0-1.2 0 .5以上 0.6以上 0.1 5以下

側聞の硬さ プ リヰ ノレ 240 

mJ脱務することを防ぐためには，背iñi filì強材 (s tee l back) が使

用されている。

制+晶子を 111輸に作用させる場合には ， -JII輸に対し lff.1のも

の， 2 f1!1で事申告をだき合わせるもの

があり， t1ì:式 ll~J輪子あるいは分割和l

輸子 (mu lti-shoe-brak e) は高速度の

車両に汗h、られる。

枠通の鋳~9dl両輪子に対し， 網状の

秋銅版を幾胞か釣込んである ダイヤ

モン ド市j輸子 (diamond ) ， 黒鉛片を

鋳込んだ炭素埋込制輪子 (ca r bon in-

.... se rt ) ， 鋳鉄制輪子と組合わせて{吏 JTI

J止による変化が少なし、。

する鋳鋼骨~J輪子 (cast sleel brake 

shoe or bl ock ) ， また金属H-を鋳込ん

だもの等があり， l 、ずれも 3 元j傘

粍の1'J!によ っ て II品輸子の摩耗を少な

くしている。非金属のlI~J愉子では，

木製のものもあ 'J ， 鉱浮 (さい ) 市l輪

子， 陶製{倒輸子 も!吏われた。これら

とフェロード (Ferodo) ， コプラ (Co­

bra) 等の制輪子は，アス ベスト ・ プ

レ ー キ ライニ ン グと同線， I彩擦係数

が鋳鉄制輪子にくらべて大きく ，速

llîJ紛子は， 必嬰な ltiJ !ffiJ力を 1~ るために ， 一定の摩j祭係数を有

し ， 11了間の飯矧，使用条!!Hこよ って も異なるが， 相当 )(JJ聞の !iI!

Jl]に耐えなければならない。 A. A. R. (Association of Ameriｭ

can Ra i lroad s) の標準の制倫子では，答11" JIl で速度 60 mph か

らの制!ff1Jで平均j判祭係数 0. 1 5 以上， 摩耗率 1.00 I b/ IO'fl - I b以

下と定められていて，市l輪子総験僚によ っ て試験されることに

な っ ている。

国鉄においては鋳鉄lIîH晶子とタ イヤとの聞の月官僚係数 (f) を

み;式によ っ て計 J) している。

l+O_OlV 
[=c一一一一一

1+0.05V 

1.. .0.42 晴天のとぎ

V 列耶速度 (km/h) C;. 0.30 雨天のとき

l..0_32 標準

この式を用いプレ ー キ初速度カ・ら停車するまでの間の平均摩

擦係数(人)は， つぎの式で計算することができる。

255+11V P 制輸子 1 f間当り平均
f剛 = C

25,500+ (1.100+ P) V 圧力 (kg)

(沢野周ー - I(ü 出HUlil

C r 36 晴天のとき
l. ..30 標準

せいりんしすきまちょうせいき 制輪子すきま調整器 (災)

brake block slack adjuster 基礎プレ ー キ装置とくに制輸子

の摩耗による llîJ~晶子とタイヤ悶のすきま を制整して ， プ レ ー キ

γ リ ンダピス ト γ行税を所定限界内におさめるための儀~~。

基礎プレ ー キ装i位は使用しているうちに， 11:品輸子はもとより

各部のピソ ・ ピン穴その他タイヤの摩耗が加わっ て，次W;にプ

レーキ‘/ リ ソ ダのピスト γ行程が伸び， 一般に プレ ー キカの低

下， ZE走時1M]の延長および圧力空気の浪吹ともなるので， その

司lJ~住が必要であ る。

基礎プレーキ装置には数箇所にねじを利用 した 1m滅事長i丘が設

けられ， 局部保jにはこれらを取扱 っ て処世で きるが， 全般的に

制経するには各部を手まめに処置するか，または基礎プ レー キ

裟恨の受l王制5 ， すなわちプレ ー キシリ γ ダl王を受けるプレーキ

てこの一端で， 基礎ブレ ー キ装置全般にわたる調整をしなけれ
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